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会
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相

模

の

民
俗
芸
能

1
小
田
原
市
内
の
民
俗
芸
能
を
中
心
に
し
て
’

　
第
二
十
七
回
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会

お
よ
び
小
田
原
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念

大
会
は
平
成
二
年
十
月
二
十
一
日
（
日
）

に

小
田
原
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今

回
は
、
小
田
原
市
六
団
体
、
南
足
柄

市
I
団
体
’
横
浜
市
一
団
体
、
川
崎
市
一

団
体
、
横
須
賀
市
l
団
体
‘
足
柄
上
郡
山

北

町
一
団
体
の
計
十
一
団
体
の
民
俗
芸
能

が
披
露
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
小
田
原
市
内
⊥
ハ
団
体
の
民
俗

芸
能
の
概
略
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
相
模
人
形
芝
居
下

中
座
（
昭
和
五
十
五

年
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

　
相
模
人
形
芝
居

は
、
市
内
小
竹
地
区
に

伝
え
ら
れ
る
下
中
座
・
厚
木
市
の
長
谷
座
・

西

　
海
　
賢
　
二

林

座
・
南
足
柄
市
の
足
柄
座
・
平
塚
市
の

前
鳥
座
の
人
形
芝
居
の
総
称
を
い
う
。

　
下
中
座
は
－
も
と
足
柄
下
郡
下
中
村
の

小
竹
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
’
別
名

小

竹
の
人
形
芝
居
と
呼
ば
れ
’
市
内
に
残

る
唯
l
の
人
形
芝
居
と
し
て
’
市
内
は
も

と
よ
り
隣
り
の
中
郡
二
宮
町
、
上
郡
中
井

町

の
人
達
に

も
親
し
ま
れ
、
人
気
が
あ
っ

た
。　

相
模
人
形
芝
居
は
上
方
を
中
心
と
し
た

文
楽
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
、
芸
術
性
も

高
く
、
技
術
の
修
得
．
頭
の
保
存
な
ど
に

は
長
い
時
間
と
か
な
り
経
済
性
を
必
要
と

し
’
民
俗
芸
能
、
信
仰
行
事
と
と
も
に
、

信
仰

と
娯
楽
が
渾
然
と
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　

ま
た
’
そ
の
伝
承
に
は
’
r
古
老
は
戦

争
中
、
防
空
濠
の
中
で
練
習
し
た
も
の
だ

（
小
沢
好
蔵
氏
談
）
」
と
い
わ
れ
る
く
ら

い
’
文
化
的
に
も
意
識
が
高
く
、
ま
た
、

経
済

的
条
件
を
も
必
要
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
下
中
座
　
（
現
座
長
岸
忠
義
氏
）
の
人
形

芝
居
の
歴
史
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
も

の

で

あ
る
が
’
た
び
た
び
の
奢
移
禁
止
令

（
天
保
年

間
）
な
ど
一
時
は
中
絶
し
た
時

も
あ
っ
た
り
し
た
も
の
の
、
名
主
小
沢
八

郎
左
衛
門
を
は
じ
め
と
し
て
、
村
人
の
熱

心

な
後
援
、
さ
ら
に
は
技
術
の
修
得
に
あ

た

っ

て
は

西

川
伊
三
子
（
後
の
伊
左
衛
門
）

夫
妻
の
献
身
的
な
指
導
に
よ
っ
て
今
日
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。
も
し
、
彼
の
巡
歴
が

な
か
っ
た
ら
’
現
在
の
下
中
座
は
、
明
治

末
年
か
ら
大
正
期
に
は
消
滅
し
た
で
あ
ろ

う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
相
模
人
形
芝
居
の
最
た
る
特
徴
は
、
l

つ
の
人
形
を
三
人
の
遣
手
が
操
作
す
る
こ

と
で
’
通
称
三
人
遣
と
呼
ば
れ
、
明
ら
か

に

大
阪
の
文
楽
（
記
録
で
は
享
保
十
九
年

K
一
七
三

四
》
竹
本
座
で
創
始
さ
れ
た
と

い

う
）
の
系
統
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
文
楽
よ
り
少
し
頭
が
小
さ
く

鉄
砲

ざ
し
と
い
う
独
特
の
操
作
で
、
と
に

か

く
頭
の
目
と
見
る
人
の
視
線
と
を
合
わ

せ

る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
る
特
徴
が
あ

る
。
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
人
形
の
頭

（
五

十
五
個
）
衣
裳
（
六
十
点
）
も
現
在

に

伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
．
市
内
に
は
こ
の
ほ
か
阿
波
の
人

形
一
座
が
き
て
興
業
を
し
た
が
失
敗
し
、

一
座
は

人
形
道

具
一
式
を
旅
費
に
し
て
帰

っ

て
い

き
’
そ
の
時
一
座
の
一
人
が
村
方

に

残
り
、
人
形
の
遣
い
方
を
教
示
し
て
、

遊

楽
座
と
名
付
け
た
座
は
近
隣
で
も
有
名

で

あ
っ
た
と
い
う
田
島
人
形
芝
居
（
昭
和

初
年
頃
ま
で
活
動
）
に
か
か
わ
る
数
十
点

の
頭

と
衣
裳
の
一
部
が
郷
土
文
化
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
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寿
獅
子
舞

（曽
我
別
所
寿
獅
子
舞
）

　

曽
我
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
連
想
さ
れ

る
も
の
は
梅
で
あ
っ
た
り
、
曽
我
兄
弟
で

あ
っ
た
り
す
る
が
、
毎
年
二
月
の
梅
ま
つ

り
開
催
中
、
毎
週
末
に
梅
林
で
演
ぜ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
寿
獅
子
舞
を
知
っ
て

い

る
人
も
最
近
は
増
え
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
獅
子
舞
が
’
い
つ
ご

ろ
生
ま
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

現
在
、
確
認
さ
れ
る
獅
子
頭
は
最
近
の
も

の
だ

が
、
氏
神
の
高
砂
神
社
に
伝
わ
る
尉

姫
の
木
彫
の
御
神
体
お
よ
び
猿
田
彦
の
木

像

（
こ
れ
ら
の
人
形
が
着
た
着
物
を
一
週

間
ほ
ど
借
り
て
神
酒
、
御
供
を
す
る
と
子

宝
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
な
ど

は
江
戸
末
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接

寿
獅
子
舞
の
も
の
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ

に

せ

よ
近
代
に
な
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
舞
は

小
田
原
の
久
野
に
住
ん
で
い
た
舞

太
夫
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ

は
後
北
条
氏
以
来
、
西
相
模
の
民
俗
芸
能

や

宗
教
（
厄
神
信
仰
な
ど
）
の
指
導
的
立

場
に

あ
っ
た
旧
荻
窪
と
旧
古
新
宿
に
い
た

音
曲
舞
太
夫
と
神
事
舞
太
夫
天
十
郎
ら
に

か

か

わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
悪
魔
を
払
い
、

豊

年
の
祝
舞
と
し
て
高
砂
神
社
な
ど
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
は
、
こ

の
獅
子

舞
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
が

昭
和
十
年
代
ほ
ぼ
自
然
消
滅
の
状
況
と
な

り
、
難
子
と
獅
子
頭
だ
け
が
残
っ
た
と
い

う
。

　

戦

後
、
昭
和
二
十
二
年
獅
子
舞
の
名
人

F
ち
ゃ
ら
平
」
氏
と
歌
舞
伎
役
者
「
桜
川

梅

丸
」
師
匠
ら
の
指
導
を
う
け
、
新
作
の

所
作
を
加
え
て
復
活
し
た
の
が
現
在
の
寿

獅
子
舞
で
あ
る
。

　
『
屋
台
』
、
『
聖
天
神
田
丸
』
、
『
鎌

倉
仕

丁
目
』
小
田
原
難
子
多
古
保
存
会
。

　

祭
難
子
は
日
本
の
祭
礼
の
象
徴
と
も
い

わ

れ

て
い

る
。
神
奈
川
県
内
に
も
現
在
約

三
百

ケ
所
以
上
が
確
認
さ
れ
る
が
．
市
内

多
古
の
白
山
神
社
に
伝
わ
る
小
田
原
難
子

は
、
江
戸
葛
西
難
子
か
ら
発
生
し
た
も
の

で
関
東
祭
り
難
子
に
属
す
る
も
の
と
し
て

知

ら
れ
て
い
る
。
多
古
の
小
田
原
難
子
が

今

日
、
公
民
館
、
子
供
会
、
氏
子
達
を
中

心
に

隆
盛
を

み

て
い

る
の
は
、
や
は
り
保

存
会
に

よ
る
徹
底
し
た
指
導
が
こ
う
し
た

様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
市
内

に

は
こ
の
ほ
か
旧
橘
地
区
に
も
江
戸
葛
西

難
子
の
流
れ
を
く
む
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。

　

舞
台
踊
リ
　
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り

保
存
会
。

　
小

田
原
提
灯
の
東
海
道
中
に
果
た
し
て

き
た
役
割
は
こ
と
の
ほ
か
大
で
あ
る
と
と

も
に
、
童
謡
「
お
猿
の
か
ご
や
」
で
広
範

に

知
れ
わ
た

っ

た

「
小
田
原
提
灯
」
そ
の

史
的
価
値
を
再
確
認
す
る
目
的
と
、
提
灯

の

普
及
の
た
め
に
’
こ
れ
を
手
に
持
っ
て

舞

う
踊
り
が
考
案
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十

一
年
の

こ
と
で
、
歴
史
は
浅
い
が
、
小
田

原
北
条
五
代
祭
り
（
五
月
三
日
～
五
日
、

昭
和
六
十
一
年
ま
で
「
お
城
ま
つ
り
」
）

七
月
下
旬
城
下
町
夏
祭
り
’
大
松
明
と
線

香
祭
り
（
八
月
十
二
日
、
御
幸
の
浜
海
岸
）

梅
ま
つ
り
な
ど
の
祭
礼
に
積
極
的
に
参
加

し
て
徐
々
に
地
区
に
広
め
現
在
会
員
数
二

百
名
近
く
と
な
っ
て
い
る
。

　
鹿
島
踊
リ
　
根
府
川
鹿
島
踊
保
存
会
。

　
根

府
川
の
寺
山
神
社
で
七
月
の
第
三
日

曜

日
に
奉
納
さ
れ
る
踊
り
で
あ
る
。
根
府

川
は
隣
町
真
鶴
と
と
も
に
’
江
戸
時
代
以

降
石
材
の
産
地
と
し
て
、
石
材
運
搬
な
ど

に

従
事
す
る
人
が
多
く
、
こ
う
し
た
こ
と

か

ら
海
、
船
’
石
、
み
か
ん
な
ど
に
か
か

わ

る
鹿
島
神
仰
が
定
着
し
た
と
い
わ
れ
、

鹿
島
と
の
か
か
わ
り
で
ミ
ロ
ク
信
仰
に
か

か

わ
る
ミ
ロ
ク
唄
（
鹿
島
唄
）
な
ど
も
確

認

さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
五
行
五
列
の
二

十
五
人
が
行
列
及
び
円
形
を
つ
く
り
中
心

の

鉦
・
太
鼓
・
黄
金
の
柄
杓
ら
の
指
図
に

よ
っ
て
舞
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
鹿
島
踊
り
は
’
相
模
湾
の
西
岸
、

市
内
石
橋
、
米
神
、
根
府
川
、
江
の
浦
、

足
柄
下
郡
真
鶴
町
貴
船
神
社
、
同
郡
湯
河

原
町

福
浦
、
吉
浜
を
は
じ
め
静
岡
県
の
東

伊
豆
町

方
面
ま
で
二
十
ケ
所
を
こ
え
る
地

区
で
行
わ
れ
て
お
り
、
茨
城
県
の
鹿
島
神

宮
で
は
十
九
世
紀
初
頭
の
文
政
年
間
に
は

す

で
に

絶
え

て

し
ま
っ
た
行
事
で
あ
る
か

ら
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
の
海
岸
部
に
集

中
的
に
確
認
さ
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

　
大
漁
木
遣
唄

　
山
王
原
大
漁
木
遣
唄
保

存
会
。

　
大
漁
木
遣
唄
は
相
模
湾
一
帯
の
漁
民
、

と
く
に
西
湘
地
区
の
前
羽
、
小
八
幡
、
酒

匂
（
山
王
原
含
む
）
早
川
な
ど
で
古
く
か

ら
歌
わ
れ
て
い
た
。

　
板

子
一
枚
下
は
地
獄
と
い
う
漁
業
に
従

事
す
る
時
の
仕
事
唄
と
、
婚
礼
及
び
山
王

神
社
祭
礼
時
の
儀
式
唄
を
兼
有
す
る
点
で

は
、
全
国
的
に
も
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
ろ

う
。　

昭

和
二
十
年
代
、
三
十
年
代
前
半
ま
で

は
小
八
幡
、
早
川
な
ど
で
は
一
網
に
飾
が

数
千
本
も
入
る
ほ
ど
活
況
を
呈
し
て
い
た

が
，
昭
和
四
十
一
年
の
西
湘
バ
イ
パ
ス
工

事
に
よ
り
、
西
湘
海
岸
一
帯
の
漁
業
は
衰

退
の

一
途

を
辿
り
、
漁
師
の
多
く
は
転
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
こ
の
木
遣
唄
も
歌

わ

れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
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山
王
地
区
で
は
、
こ
の
唄
を
山
王
神
社

の

祭
礼
で
歌
う
よ
う
に
な
り
、
有
志
に
よ

り
「
山
王
神
社
大
漁
木
遣
保
存
会
」
を
結

成

し
、
そ
の
後
’
昭
和
五
十
五
年
八
月
に

は
、
現
在
の
山
王
原
大
漁
木
遣
唄
保
存
会

と
改
称
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、

今
回
の
民
俗
芸
能
大
会
に
は
昭
和
十
年
新

調
の

万
祝
を
着
し
て
の
参
加
者
も
見
ら
れ

た
。　

　
　
　

（
法
政
大
学
経
済
学
部
講
師
）

小

田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
保
存
会
に
つ
い
て

　
平
成
二
年
十

月
二
十
［
日
、
小
田
原

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
第
二

十
七

回
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会
が
開
催

a
れ
’
　
＋
一
団
体
の
参
加
を
み
ま
し
た
。

　

出
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
際
、
私
ど
も

は
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
に
加
入

し
て
初
め
て
の
参
加
で
あ
り
、
パ
レ
ー
ド

と
同
等
の
多
人
数
に
よ
る
舞
台
踊
り
も
余

り
経
験
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
踊
り
が

混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
一
抹
の
不
安

を
覚
え
ま
し
た
。

　
他
の
出
演
団
体
の
皆
さ
ん
が
披
露
す
る

芸
能
は
、
歴
史
的
に
も
由
緒
の
あ
る
伝
統

芸
能
ば
か
り
で
す
か
ら
私
ど
も
が
気
後
れ

す
る
の
も
無
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
日
は
．
素
晴
ら
し
い
郷
土
芸
能
が
次

江

ケ
崎
　
美
千
香

々

に

披
露

さ
れ
、
ほ
ぼ
満
席
に
近
い
観
客

の
皆

さ
ん
か
ら
絶
え
間
な
い
拍
手
と
興
奮

の

う
ち
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
’
私
ど
も

の

出
番
が
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
今
回
に

限
り
演
技
の
巧
拙
よ
り
も
小
田
原
ち
ょ
う

ち
ん
の
特
性
と
カ
ラ
フ
ル
な
衣
裳
に
よ
る

華
か
さ
に
演
出
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た

の

で
、
開
演
と
同
時
に
天
井
か
ら
大
き
な

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
が
舞
い
降
り
、
舞
台

に

は
一
段
と
明
る
い
照
明
が
放
射
す
る
な

か

を
カ
ラ
フ
ル
な
衣
裳
を
着
け
た
踊
り
子

が
舞
台
狭
し
と
踊
り
始
め
’
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に
さ
し
か
か
る
と
照
明
が
昼
の
世
界

か

ら
夕
闇
の
世
界
に
移
り
変
る
に
つ
れ
て
’

踊
り
子
が
手
に
持
つ
小
田
原
提
灯
の
と
も

す
灯
り
が
蛍
火
の
よ
う
に
飛
び
交
う
姿
形

を
み
た
と
き
、
目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

踊

り
終
っ
た
と
き
、
会
場
の
皆
さ
ん
か

ら
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
と
感
動
の
ど
よ
め

き
を
頂
戴
し
た
と
き
に
は
．
思
わ
ず
「
参

加

し
て
良
か
っ
た
。
明
日
か
ら
も
頑
張
ら

ね
ば

…
。
」
と
新
た
な
闘
志
が
涌
き
あ
が

り
ま
し
た
。

　
県
内
の
郷
土
芸
能
が
大
勢
の
皆
さ
ん
に

深
い
感
銘
を
与
え
、
支
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
思
い
、
特
段
の
精
進
と
後
継
者
育
成

の
た

め

に

努
力
す
る
こ
と
を
深
く
心
に
誓

い

な
が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
終

り
に
，
会
場
準
備
か
ら
終
演
ま
で
多

大
の
ご
協
力
を
頂
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に

深
甚

な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
の
一

層
の
ご

繁
栄
を
遥
か
西
湘
の
地
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私

ど
も
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
保
存

会
は
昭
和
五
十
一
年
に
発
足
し
て
今
年
で

十
五
周
年
を
迎
え
る
若
い
団
体
で
ご
さ
い

ま
す
。

　
会

員
は
現
在
百
八
十
余
名
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
会
員
が
小
田
原
市
の
内
外
に
散
在

し
て
い
ま
す
の
で
地
区
を
十
ブ
ロ
ッ
ク
に

分

け
、
毎
月
一
回
指
導
員
を
派
遣
し
て
ブ

ロ

ッ

ク
毎
に
踊
り
の
練
習
に
精
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
達
は
人
と
人
と
が
こ
の
踊
り
を
介
し

て
親

し
く
明
る
く
ふ
れ
合
い
、
い
さ
さ
か

で

も
世
間
を
な
ご
や
か
に
す
る
お
役
に
立

て
れ
ば

と
考
え
て
い
る
踊
り
の
奉
仕
団
体

で
す
。

　
毎
年
市
内
、
市
外
を
問
わ
ず
公
的
行
事

に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
四

年
三
月
に
は
、
オ
－
ス
ト
ラ
リ
ア
で

開
か
れ
る
国
際
芸
能
交
流
フ
ェ
ア
に
自
費

で
参
加
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
十
五
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事

と
し
て
踊
り
の
ビ
デ
オ
化
が
済
み
ま
し
た

の

で
、
市
内
の
小
学
校
に
配
付
し
、
後
継

者
育
成
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　

（
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
存
会
長
）
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民

俗

芸
能
の
未
来
を
み
つ
め
て

〉
飴
屋
踊
り
の
練
習

池

　
永
　
幸
　
吉

　
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会
の
出
演
要
請

を
受
け
た
の
は
平
成
二
年
八
月
半
ば
の
頃

で

あ
っ
た
。
横
須
賀
市
の
民
俗
芸
能
と
し

て

は
、
は
な
は
だ
幼
稚
な
我
が
長
井
の
飴

屋
踊
り
は
総
員
三
十
三
名
踊
子
、
唄
手
、

裏
方
と
す
べ
て
素
人
の
集
り
で
す
が
、
横

須
賀
市
の
数
あ
る
民
俗
芸
能
の
中
か
ら
我

が

長
井
の
飴
屋
踊
り
が
選
ば
れ
た
事
に
対

し
て
私
達
は
非
常
な
責
任
感
を
感
じ
ま
し

た
。　

ま
ず
、
会
員
全
員
を
集
め
て
出
演
の
責

任

と
誇
り
を
理
解
さ
せ
、
出
演
に
つ
い
て

の

練
習
を
週
三
回
、
夜
七
時
よ
り
八
時
ま

で
行
い

当
日
真
近
に
な
っ
て
は
毎
夜
の
練

習
に
持
込
み
ま
し
た
。
子
供
達
も
一
生
懸

命

よ
く
つ
い
て
来
て
く
れ
＋
月
i
1
＋
1
日

の

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
朝
七
時
に
長
井
を
出
発
九
時
四
十
分
、

無

事
目
的
地
小
田
原
に
到
着
、
予
定
時
刻

よ
り
約
l
時
間
も
早
く
到
着
し
た
の
で
子

供
達
の

今
回
出
演
に
対
す
る
練
習
に
報
い

る
意
味
も
含
め
て
、
天
下
の
名
城
小
田
原

城

を
見
学
さ
せ
全
員
一
時
の
憩
い
を
取
る
　
れ
も
立
派
な
青
壮
年
）
を
見
て
い
る
と
、

事
が

出
来
た
事
は
す
ば
ら
し
い
親
睦
で
あ
　
こ
の
中
に
あ
っ
て
我
が
長
井
の
飴
屋
踊
り

っ

た
事
と
思
い
ま
す
。
十
二
時
開
演
と
い
　
は
踊
子
全
員
女
子
小
学
生
で
す
か
ら
、
一

う
事
で
’
各
保
存
会
の
方
達
も
準
備
お
こ
　
抹
の
不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
出
演
に
際
し
、

た
り
な
く
、
我
が
長
井
の
飴
屋
踊
り
は
最
　
何
の
憶
す
る
事
も
な
く
二
種
目
を
堂
々
と

後
か

ら
二
番
目
で
し
た
の
で
出
演
準
備
も
　
踊
り
こ
な
し
た
事
は
横
須
賀
市
民
俗
芸
能

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
と
ど
こ
お
り
な
く
　
の
代
表
と
し
て
十
分
面
目
を
果
し
た
の
で

済
ま
せ
’
二
時
間
余
り
の
余
裕
が
で
き
た
　
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

の

で
出
演
団
体
の
芸
能
を
見
学
し
ま
し
た
。
　
我
が
保
存
会
は
昭
和
四
十
九
年
十
一
月

　

我
々
が
ま
ず
感
じ
た
事
は
観
客
席
が
満
市
の
指
定
を
受
け
て
以
来
多
少
の
人
員
の

員
で
あ
っ
た
事
と
観
客
の
芸
能
に
対
す
る
　
変
動
は
あ
っ
た
も
の
の
無
形
民
族
文
化
財

理
解
の

深
さ
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
　
を
後
世
に
残
さ
ん
が
た
め
、
会
員
一
同
一

す
べ
て
の
出
演
者
に
対
し
て
惜
し
み
な
き
　
致
協
力
し
、
毎
年
行
わ
れ
る
市
の
大
会
へ

拍
手
を
送
っ
て
い
た
事
に
感
激
し
た
こ
と
　
の
出
演
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
N
H
K
の

で

す
。
出
演
団
体
は
地
区
ご
と
に
出
し
物
　
関
東
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
東
芝
工
場
、
関
東

が

異
っ
て
お
り
’
県
下
に
お
け
る
歴
史
の
　
自
動
車
、
近
く
は
各
学
校
の
文
化
祭
、
敬

深

さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
　
老
の
日
等
要
請
に
応
じ
て
出
演
を
し
、
又

た
o
子
供
達
は
無
言
で
出
番
を
待
っ
て
い
　
会
員
の
親
睦
の
意
を
持
っ
て
新
年
会
レ
ク

ま
し
た
が
’
ど
の
子
の
顔
に
も
横
須
賀
市
　
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

を
代
表
と
言
う
事
で
緊
張
と
責
任
感
が
み
　
　
さ
て
、
文
化
財
を
後
世
に
残
す
一
番
の

な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
控
室
の
　
問
題
点
は
如
何
に
し
て
後
継
者
を
育
成
す

中
で
他
地
区
の
保
存
会
の
青
年
達
か
ら
．
　
る
か
と
い
う
難
し
さ
で
し
ょ
う
か
。
今
の

r
お
ね
え
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
。
」
と
の
声
　
子
供
達
の
日
常
を
見
て
い
る
と
、
毎
日
が

に

入

団
し
て
一
年
た
ら
ず
の
幼
稚
園
児
の
　
学
校
と
塾
通
い
に
明
け
暮
れ
て
勉
強
以
外

踊
子
美
江
ち
ゃ
ん
が
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
コ
　
の
他
に
目
を
向
け
る
余
裕
の
な
さ
が
う
か

ッ

ク
リ
を
し
た
事
が
と
て
も
可
愛
ら
し
く
、
が
わ
れ
ま
す
。
後
継
者
の
育
成
に
は
家
族

踊
子
達
の
緊
張
を
ど
れ
ほ
ど
ほ
ぐ
し
て
く
　
ぐ
る
み
の
理
解
と
愛
情
、
そ
し
て
後
援
が

れ
た

事
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
出
演
時
刻
　
な
け
れ
ば
文
化
財
の
保
存
達
成
は
な
り
得

も
刻
一
刻
と
迫
り
，
次
々
と
集
合
さ
れ
る
　
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

各
地
区

の
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
、
　
（
い
ず
　
（
長
井
町
飴
屋
踊
り
保
存
会
長
）
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第
二
十
七
回

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会
参
加
に
想
う

宮
前
う
す
ひ
き
唄

　
錦
秋
の
佳
き
日
’
神
奈
川
県
民
俗
芸
能

大
会
は
小
田
原
市
で
極
め
て
盛
大
に
催
さ

れ
、
私
共
宮
前
の
う
す
ひ
き
唄
保
存
会
が

参
加
の
栄
を
得
、
光
栄
感
と
喜
び
の
念
を

禁
じ
得
ず
、
今
後
に
向
け
て
、
意
欲
を
新

た
に
致
す
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
地
に

伝
承

さ
れ
る
立
派
な
民
俗
芸
能

に
、
日
本
人
の
歴
史
と
風
俗
感
を
充
分
味

わ
う
事
が
で
き
、
感
激
の
一
日
に
終
始
満

足
感
に
浸
る
大
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
部
感
想
と
し
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

載
っ
て
い
る
解
説
を
、
幕
間
を
利
用
し
て

観
客
に
説
明
す
る
事
を
統
1
実
施
す
る
事

で
、
総
合
的
な
構
成
、
運
営
の
効
果
高
揚

が
得

ら
れ
る
と
素
直
に
感
じ
、
希
望
致
し

ま
す
。

　
今
回
私
た
ち
保
存
会
の
出
演
で
、
惜
む

べ
き
は
、
出
演
人
数
の
不
足
に
よ
る
低
調

と
い
う
こ
と
が
1
点
’
バ
ッ
ク
に
、
当
時

の
作
業
場
の
雰
囲
気
の
で
る
景
観
を
加
え

る
事
が
出
来
た
ら
’
観
客
の
理
解
を
一
層

深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
一
部

反
省
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
存
会
の
現
況
と
し
て
は
、
故
佐
々
木

目
　
代
　
正
　
男

治
郎
吉
氏
の
意
志
を
継
承
す
る
光
昭
会
長

の

も
と
で
、
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、

後

継
者
不
足
が
唯
l
の
悩
み
で
あ
り
、
今

後
、
若
い
男
女
が
、
歌
心
を
素
直
に
理
解

し
’
過
ぎ
し
昔
の
農
村
の
素
朴
な
心
を
懐

想
の

う
え
若
者
達
が
関
心
の
目
を
開
き
、

参
加
出
来
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
の
策
を

労

し
、
交
流
が
清
き
芽
生
え
の
糧
と
な

る
事
を
念
じ
、
も
っ
ぱ
ら
研
鐵
を
積
ん
で

の

楽

し
い
練
習
の
時
を
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

う
す
ひ
き
作
業
は
、
石
臼
で
穀
類
を
粉

に

し
て
、
食
に
供
し
た
作
業
の
こ
と
を
呼

び
、
農
家
の
嫁
、
娘
さ
ん
中
心
の
夜
な
べ

仕

事
で
、
色
々
な
想
い
を
胸
に
’
村
の
若

衆
が
手
伝
い
と
称
し
て
娘
さ
ん
目
当
て
に

遊

び
が
て
ら
手
伝
う
、
こ
れ
が
若
者
の
社

交
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
「
I
つ
あ
げ
ま
す
臼
神
様
に
」
と
始
り
、

そ
の
都
度
即
席
の
唄
文
と
掛
合
い
で
、

r
か
わ

い

い

あ
の
娘
に
な
ぞ
か
け
ら
れ
て

と
か
ず
ば
な
る
ま
い
し
ゅ
す
の
帯
」
な
ど

口

ず

さ
み
な
が
ら
終
文
と
致
し
ま
す
。

　
　
　

（宮
前
う
す
ひ
き
唄
保
存
会
員
）

　
　

　
　
う
　
す
　
ひ
　
き
　
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
前
う
す
ひ
き
唄
保
存
会

ア

ナ
ン
ダ
コ
ー
ラ
セ
エ
ー

ハ
ァ

ア

ァ

ー
　
1
つ
あ
け
ま
す
キ
タ
サ
う
す
神
様
え
ア
コ
ー
オ
リ
ヤ
セ
ー

　
　
　
　
　
　

あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
よ
う
に
　
ナ
ン
ダ
コ
オ
ー
ラ
セ
ー

二
、
ハ
ア
ア
ア
ー

三
、
ハ
ア
ア
ア
ー

四
、
ハ
ア
ア
ア
ー

五
、
ハ
ア
ア
ア
ー

⊥ハ’

ハ
ア

ア

ア

ー

七
’
ハ
ア
ア
ア
ー

八
’
ハ
ア
ア
ア
ー

九
．
ハ
ア
ア
ア
－

十
．
ハ
ア
ア
ア
－

十
1
’
ハ
ア
ア
ア
ー

十
1
　
1
’
ハ
ァ
ァ
ァ
ー

あ
た
り
さ
わ
り
が
キ
タ
サ
何
あ
る
も
の
か

　

あ
た
し
と
あ
な
た
の
仲
じ
ゃ
も
の

馳

け
つ
け
ま
し
た
よ
キ
タ
サ
よ
う
よ
う
の
こ
と
で

　

皆
さ
ん
の
　
顔
見
て
ほ
っ
と
し
た

よ
く
も
来
な
っ
た
よ
キ
タ
サ
山
坂
こ
え
て

　

露
や
ほ
こ
り
も
　
い
と
わ
ず
に

露
や
ほ
こ
り
を
キ
タ
サ
い
と
よ
な
こ
と
じ
ゃ

　

か
わ

い

い

　
あ
の
娘
に
や
添
わ
れ
な
い

か
わ

い

い

あ
の
娘
に
キ
タ
サ
な
ぞ
か
け
ら
れ
て

　

と
か
ず
ば
な
る
ま
い
　
し
ゅ
す
の
帯

連
れ

て

逃
げ
る
か
ら
キ
タ
サ
髪
結
い
な
お
せ

　
島
田
じ
ゃ
　
世
間
が
わ
た
れ
な
い

う
す
を
ひ
く
と
き
や
キ
タ
サ
い
ね
む
り
ば
か
り

　

団
子
食
べ
る
と
き
ゃ
　
皿
ま
な
こ

う
す
を
ひ
く
と
き
や
キ
タ
サ
手
と
手
を
に
ぎ
り

　

う
す
が
終
れ
ば
　
肌
と
肌

肌
と
肌
と
は
キ
タ
サ
及
ば
ぬ
も
の
よ

　

お
逢
い
す
る
の
が
　
せ
き
の
や
ま

こ
ぼ
れ
松
葉
を
キ
タ
サ
あ
わ
れ
み
や
し
や
ん
せ

　
枯
れ
て

落
ち
て
も
　
二
人
連
れ

う
す
は
こ
れ
き
り
キ
タ
サ
此
の
台
か
ぎ
り

　
お

逢
い

す
る
の
は
　
明
日
の
晩
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第
二
十
七
回
　
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会

小

田
原
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
大
会

6 5 4 3 2 1 瞭弟

一　
部

三
　
番
　
愛

　
相
模
人
形
芝
居
下
中
座
　
　
小
田
原
市

寿
獅
子
舞

　
曾
我
別
所
寿
獅
子
舞
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
市

『
忠

臣
蔵
』
・
『
曽
我
の
夜
討
ち
』

　
内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
足
柄
市

野

毛

山
節

　
野
毛
山
節
保
存
会
　
　
　
　
　
横
浜
市

宮
前
う
す
ひ
き
唄

　
宮
前
う
す
ひ
き
唄
保
存
会
　
　
川
崎
市

四

節
踊
り

　
山
北
町
お
峯
入
り
保
存
会
　
　
山
北
町

　
　
　
　
（
休
　
憩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
演

目

第
　
二
　
部

7
　
『
屋
台
』
・
『
聖
天
神
田
丸
』
・

　
　
『
鎌
倉
仕
丁
目
』

　
　
　
小
田
原
噺
子
多
古
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
市

8
　
舞
台
踊
り

　
　
　
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
市

9
　
鹿
島
踊
り

　
　
　
根
府
川
鹿
島
踊
保
存
会
　
　
小
田
原
市

10

　
『
ね
ん
ね
こ
踊
り
』

　
　
『
新
川
踊
り
』

　
　
　
長
井
町
飴
屋
踊
り
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
市

H
　
大
漁
木
遣
唄

　
　
　
小
田
原
市
山
王
原
大
漁
木
遣
唄
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
市

レ
相
模
人
形
芝
居
ド
中
座

レ
曽
我
別
所
寿
后
．
卜
・
繧
民
口
会

一
e

、
o

1

目

レ

自
裂
三
よ
婁

讐　　5

．、

　　　　　　t’　一　、　・【＼．

ジ
　　’一　：’3・．

　　　罷∵翼ノ

填一　　噂顛顧　　　顛一　　一　’　　■口■■

　　　　　　∴

蘂
　
寮

〉
野
毛
山
節
保
存
会

〉
宮
前
う
す
ひ
き
唄
保
存
会
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十十

　十

　＊
　＊

　十

　十

十宇

十十＊十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十

国および県の新指定等

無形民俗文化財の紹介

　神奈川県内では、平成3年1月25日、　「相模の大凧」が

国の選択重要無形民俗文化財に、平成3年2月8日付で県指

定無形民俗文化財に「善部妙蓮寺の曲題目」、県選択無形民

俗文化財に「川崎山王祭りの宮座式」、　「内山の忠臣蔵踊り

及び曽我の夜討ち踊り」が新たに選はれました。

　それぞれの概要は次のとおりです。

＊十十十十十十十十＊＊十十十十十十十十十十十＊十＊十＊＊十＊＊＊十＊＊

。

国
選
択
重
．
要
無
形
民
俗
文
化
財

　

相
模
の
大
凧

　
　
（
相
模
原
市
・
座
間
市
）

　

江
戸
時
代
の
後
期
（
一
八
三
、
＼
年
こ

　
ろ
）
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統

行
事
、
、
現
在
の
よ
う
な
大
凧
に
な
っ
た

　
の
は
明
治
の
半
ば
と
い
わ
れ
て
い
る
．
、

相
模
川
沿
い
の
四
地
区
で
会
場
を
持
ち

回
り
、
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
に
開
催
し
て
い
る
l
、

。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
善
部
妙
蓮
寺
の
曲
題
目

　
　
横
浜
市
旭
区
善
部
町

　
　
善
部
妙
．
蓮
寺
曲
題
目
保
存
会

　
　
十
月
の
第
三
日
曜
日
に
善
部
妙
蓮
吉
．

　
の
御
会
式
（
日
蓮
宗
で
’
宗
祖
の
忌
日

　
に
営
む
法
会
）
行
事
の
一
つ
と
し
て
行

　
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
，
本
堂
に

雛
段
を
二
段
も
う
け
、
－
そ
こ
に
揃
い
の

着
物
を
着
た
・
十
数
名
の
男
女
の
”
稚
児
が
、

　
雛
段
わ

き
の
畳
の
上
に
地
取
と
呼
ぶ
長

　
老
（
男
子
）
が
座
る
’
長
老
の
歌
題
目

　
に
あ
わ
せ
て
稚
児
が
二
本
の
綾
の
バ
チ

　
を
持
ち
、
紙
製
の
小
太
鼓
を
打
ち
、
綾

　
取

り
を
す
る
、
，
こ
の
行
事
は
安
政
年
問

　
に
竜
口
寺
（
藤
沢
市
片
瀬
）
の
伝
兵
衛

と
い
う
人
が
、
こ
の
地
に
伝
え
た
と
い

わ

れ

て

い

る
、
綾
取
り
を
寺
院
の
御
会

式

の

時
に
演
す
る
の
は
全
国
的
に
も
珍

し
く
、
貴
重
で
あ
る
．
．

＜
善
部
妙
蓮
寺
の
口
辿
目

奄 皇
　
　

e

蒔

蔑シ
三

F
’
－

’

l12i

十
＋
＋
＊
’
“
＋
＋
＋
’
“
’
“
’
－
＋
十
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
’
－
十
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十
＋
十
＋
＋
＋
＋

t

o

県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
川

崎
山
王
祭
り
の
宮
座
式

　
　
川
崎
市
川
崎
区
宮
本
町

　

稲
毛
神
社
氏
子
総
代
会

　

毎
年
、
川
崎
稲
毛
神
社
の
山
王
祭
り

で

行
わ
れ
て
い
る
宮
座
式
は
、
未
だ
専

任
の
神
職
が
配
置
ご
れ
な
か
っ
た
こ
ろ

に

確

立

さ
れ
た
神
事
の
執
行
方
法
で
あ

り
、
関
東
で
も
極
め
て
珍
し
い
も
の
で

あ
る
，

　

こ
の
宮
座
は
、
専
任
の
神
職
を
持
た

な
い
神
社
に
お
い
て
特
定
の
氏
．
丁
が
代

々
世
襲
で
そ
の
祭
儀
の
執
行
に
参
一
画
す

る
こ
と
を
い
い
、
特
に
近
畿
地
方
に
著

し
い
o
神
奈
川
県
ド
に
宮
座
式
と
呼
は

れ

る
例
は
ぽ
か
に
な
く
、
大
変
貴
重
で

三
る
｝

　　　　　　　　の
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
ヂ
ケ
ニ

　
　
　
、
　
　
．
°
　
　
　
二
て

　　　　　
．
・
．
・
－
　
誉
t
t
t

　　　　　

一

、
e
、
裡
．
．
そ
三
へ

”

wa！，

篭

　
　
　
・
　
　
　
■
”
f
　
’
　
’

’
i

窪

　
r

t
　
’

・

噴ぎ
・
〔

＊
’
d
i
l
懸

戸
二

川崎Lh王祭りの宮座式▲

ゼ

ご

‥

ζ
三

I4〒

　
二
一
．
、
1

　
　
瓢ξ
辻

参

饗

　
　
t
e
i
f
t
l
Q
b
，
”
，

o
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
内

山
の
一
忠
臣
蔵
踊
り
一
及
び
一
曽

　
　
我
の

夜
討
ち
踊
り
｝

　
　
南
足
柄
市
・
内
山

　
　
内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会

　
　
こ
の
踊
り
は
、
江
．
戸
末
期
頃
に
始
ま

　
り
、
そ
の
後
歌
舞
伎
の
影
響
を
受
け
、

現

在
の
ス
タ
x
－
ル
に
な
っ
た
の
は
明
治

講

ξ
ぐ

i

内山の「忠臣蔵踊り」

及ひ「曽我の夜討ち踊り」
▲

初
期
頃
と
思
わ
れ
る
、
、

　
、
一
つ
の
踊
り
と
も
、
語
り
も
の
に
合

わ

せ
て

二

人
一
組
に
な
っ
て
踊
る
と
こ

ろ
に
特
徴
か
あ
る
　
語
り
は
、
最
初
に

ほ
め
．
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
も
特
徴
的

で
、
当
時
の
流
行
を
今
に
伝
え
る
数
少

な

い

芸
能
で
あ
り
、
希
少
価
値
が
あ
る
、
、
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■

善
部

妙
蓮

寺

曲
題
目

秘
　
儀
　
と
　
伝
　
承

保

存
会
に

つ

い

て

川

崎

山
王
ま
つ
り
の
宮
座
式

今
　
井
　
政
　
幸

市

　
川
　
緋
佐
磨

　
私
が

ま
だ
小
さ
い
頃
、
嘉
永
生
ま
れ
の
　
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
当
時
講
元
の
和
田

祖
父
に

抱
か
れ
て
、
曲
を
教
え
て
や
ろ
う
　
房
次
郎
氏
や
和
田
義
国
氏
等
明
治
生
ま
れ

と
手
を
取
り
’
サ
ア
ハ
イ
ナ
ァ
と
唄
っ
て
　
の
人
の
声
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
貴

く
れ
た
事
を
想
い
出
し
ま
す
。
昔
は
誰
も
　
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が

口
ず
さ
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
昭
和
五
十
二
年
保
存
会
を
結
成
し
大
勢

　
私
達
の
町

は
昭
和
の
初
期
ま
で
僅
か
三
　
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
、
翌
五
十
三
年

十
戸

の

小
さ
な
農
村
で
’
し
か
も
全
戸
が
　
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
県
の
選
択
を
受

1
つ
寺
の
檀
徒
で
あ
る
た
め
、
御
会
式
と
　
け
、
喜
び
と
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を

も
な
れ
ば
親
戚
や
近
隣
部
落
の
老
若
男
女
　
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
記
録
映
画
や
ビ
デ
オ

が
参
詣
に
訪
れ
，
大
変
賑
わ
っ
た
も
の
で
　
に
よ
り
保
存
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
こ
の
度
県
指
定
の
栄
誉
に
浴
し

　
戦
前
は
題
目
講
中
が
中
心
と
な
り
伝
承
　
感
無
量
で
す
。
関
係
者
各
位
に
謝
意
を
表

さ
れ
て
き
た
曲
題
目
も
戦
争
の
た
め
中
断
　
わ
す
と
共
に
’
こ
の
保
存
伝
承
に
は
一
段

さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
で
き
た
　
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
す

青
年
会
に
呼
び
か
け
、
先
輩
師
匠
を
頼
ん
　
る
次
第
で
す
。

で
’
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
子
　
　
全
国
唯
一
の
芸
能
と
し
て
，
ま
た
百
三

供

を
募
り
，
稽
古
を
積
ん
で
毎
年
の
御
会
　
十
余
年
に
亘
る
郷
土
芸
能
と
し
て
、
誇
り

式
に
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
を
も
っ
て
伝
承
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
三
年
毎
に
燭
台
形
の
餅
柱
を
積
　
　
後
継
者
問
題
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、

ん

で

本
御
会
式
と
し
、
総
代
世
話
人
の
家
　
こ
れ
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

を
宿
に
、
万
灯
行
列
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
　
で
す
。
乗
り
越
え
る
こ
と
が
保
存
会
の
力

に

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
七
年
に
は
全
曲
目
を
一
組
五
　
　
　
（
善
部
妙
蓮
寺
曲
題
目
保
存
会
長
）

枚
の

ソ
ノ
シ
ー
ト
に
録
音
す
る
事
が
で
き

　

こ
の
た
び
’
稲
毛
神
社
「
川
崎
山
王
ま

つ
り
の
宮
座
式
」
が
神
奈
川
県
無
形
民
俗

文
化
財

と
し
て
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
名
誉
な
こ
と
と
氏
子
崇
敬
者
挙
げ
て

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
早
速
、
「
宮
座
式
保

存
会
」
（
仮
称
）
を
結
成
し
永
く
保
存
継

承
す
る
て
だ
て
を
講
ず
る
動
き
が
で
て
い

る
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
継
承
に
あ
た
っ
て
心
配

な
こ
と
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
稲
毛
神
社
の
祭
礼
「
川
崎
山
王
ま
つ
り
」

は

そ
の
中
心
的
役
割
を
古
く
か
ら
伝
わ
る

七

人
の

社
人
と
一
家
の
お
台
所
家
に
よ
る

宮
座
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
八

月
二
、
三
日
の
二
日
間
に
種
々
の
祭

事
行
事
が
行
わ

れ

ま
す
が
、
そ
の
な
か
の

御
神
体
に
係
る
こ
と
と
御
供
調
理
に
係
る

こ
と
は
秘
儀
と
し
て
’
あ
る
い
は
口
伝
と

し
て
、
他
見
他
言
を
許
さ
ず
に
関
係
者
の

あ
い
だ
だ
け
で
ひ
っ
そ
り
と
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
た
わ
い
の
な
い
こ
と
も
、
何

か
深

い
意
味
を
含
ん
で
い
そ
う
な
こ
と
も
、

そ

の

間
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
な
く
た
だ

ひ

た
す
ら
に
伝
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。　

と
こ
ろ
が
、
十
余
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
こ

の
神
事
を
是
非
参
観
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
か
た
が
た
が
あ
ら
わ
れ
、
少
人
数

の
方
に
公
開
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
祭
り
に
は
’
男
女
両
神

の
結
婚
、
懐
娘
、
御
子
神
の
誕
生
と
い
う

再
生
の

信
仰
が
は
っ
き
り
と
伝
え
ら
れ
て

い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
一
寒
村
か
ら
宿
場
へ
’
そ
し
て
工
業
都

市
へ
と
激
し
く
変
貌
し
て
き
た
こ
の
川
崎

に
、
こ
の
よ
う
な
古
い
組
織
と
信
仰
が
生

き
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
た
だ
言
い
伝
え

を
墨
守
し
て
き
た
だ
け
の
私
た
ち
に
と
っ

て
大

き
な
驚
き
で
あ
り
喜
び
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
祭
り
に
注
目
し
て
下
さ

り
、
研
究
し
て
下
さ
っ
た
学
者
学
徒
の
方
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の

お
蔭
で
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、

こ
の
た
び
の
選
択
に
繋
っ
た
こ
と
は
間
違

い
の

な
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
同
時
に
、
わ
た
し
た
ち
が
こ
の

祭
り
の
な
か
で
秘
儀
口
伝
と
し
て
伝
え
て

き
た
多
く
の
所
作
や
言
い
様
の
う
ち
、
再

生
の

信
仰
に

矛
盾
す
る
も
の
、
無
関
係
な

も
の
が
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
邪
魔
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た
り
し

て
急
速
に
語
り
継
ぐ
意
欲
が
失
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
に
寂
し
さ
と
い
う

よ
り
、
一
種
の
危
機
感
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
皮
肉
な
こ
と
で

す
。　

秘
儀
口

伝

と
い
う
も
の
が
、
文
化
継
承

の

う
え
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
も
真
剣

に

考
え

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
宮
座
式
の

保
存
伝
承
に
あ
た
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
毛
神
社
禰
宜
）

内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会
に
つ
い
て

　
去
る
二
月
十
一
日
夜
．
踊
り
の
練
習
を

し
た
あ
と
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の

た
び
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
に

な
っ
た
が
’
率
直
に
感
想
を
聞
か
せ
て
く

れ

ま
せ
ん
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
’
異
口

同
音
に
「
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

で

は
な
い
か
」
と
言
う
返
事
が
ほ
と
ん
ど

で

し
た
。
た
し
か
に
そ
う
で
す
ね
。
郷
土

芸
能
は
お
お
む
ね
素
朴
で
地
味
だ
か
ら
、

好
ん

で

こ
の
踊
り
に
加
わ
ろ
う
と
い
う
希

望
は

少

な
い
で
し
ょ
う
。
1
般
的
に
民
謡

箭

　
子

清

や
詩

吟
、
俳
句
と
か
カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン
ス

な
ど
は
よ
く
参
加
さ
れ
る
で
し
ょ
う
け
れ

ど
も
余
程
地
域
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
方

々
で
な
い
限
り
郷
土
芸
能
へ
の
参
加
は
無

理
の
よ

う
で
す
。
で
も
、
内
山
は
こ
う
し

た
芸
能
が
培
わ
れ
る
土
壌
と
い
い
ま
す
か
、

そ
う
し
た
風
土
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
で
し

ょ
う
。
も
う
地
域
ぐ
る
み
で
深
い
理
解
を

よ
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
他
所
の
地
域
に
比

べ
る
と
た
い
へ
ん
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
し
た
か
，
今
は
亡
き
永
田
衡
吉

先

生
は

「
僕
の

眼
の
黒
い

う
ち
は
県
指
定

は

無
理

じ
ゃ
な
い
か
ナ
。
し
か
し
、
必
ら

ず
指
定
さ
れ
る
ヨ
。
」
と
、
ま
た
、
「
類

似
の
踊
り
が
全
国
に
三
か
所
あ
る
か
ら
折

を

見
て
視
察
し
て
参
考
に
し
な
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
五
十
八
年
に
奈
良
県
吉

野
郡
大
塔
村
を
訪
れ
て
、
天
訣
お
ど
り
と

篠
原
お

ど
り
を
、
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年

に

は
後
継
老
全
員
で
南
足
柄
市
教
育
委
員

会
の
ご

指
導
の
も
と
に
長
野
県
下
伊
那
郡

高
森
町
の
義
士
お
ど
り
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察

し
’
特
に
後
者
は
一
泊
で
交
歓
会
を
も
ち

非
常
に

印
象
的
で
し
た
。

　
県

当
局
を
は
じ
め
後
藤
淑
先
生
に
も
当

地
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
内
山
の
お
ど
り

は
群
舞
で
風
流
お
ど
り
の
一
種
で
あ
り
、

ま
た
、
歌
の
調
子
が
「
く
ど
き
」
の
系
統

に

属
し
て
い
る
点
な
ど
詳
し
く
力
強
い
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い

ま
は
亡
き
初
代
保
存
会
長
鈴
木
寿
配

さ
ん
が
私
に
「
お
前
は
こ
の
保
存
会
が
県

指
定
に
な
る
ま
で
会
長
を
首
に
し
な
い
」

と
よ
く
発
破
を
か
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
う
こ
う
し
な
が
ら
十
年
余
の
長
い
間
会

長
の
座
を
汚
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
と

は
な
し
に
、
必
ず
県
が
認
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
な
踊
り
に
育
つ
と
い
う
よ
う
な
信

念
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で

す
か
ら
余
計
に
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
は

ご

迷
惑

を
か
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
練
習

も
夜
で
し
た
か
ら
た
い
へ
ん
で
し
た
。
で

も
練
習
が
終
っ
た
あ
と
車
座
に
な
っ
て
持

ち
合
わ
せ
た
里
芋
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
や
季

節
の
手
づ
く
り
料
理
と
足
柄
茶
で
一
杯
、

笑
い

語

り
あ
う
一
時
の
集
い
は
誠
に
よ
い

も
の
で
有
難
い
時
間
だ
と
思
い
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
何
が

あ
っ
て
も
す
ぐ
飛
ん
で
い
く
と
相

談
相
手
を
し
て
く
だ
さ
る
南
足
柄
市
教
育

委

員
会
の
社
会
教
育
課
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご

指
導

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
に
お
ら
れ
る
方
々
に
も
い
つ
も

ご

心
配
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

　

他
界
さ
れ
た
保
存
会
の
お
ば
あ
さ
ん
が

た
’
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
そ
し

て

明
治
の
中
ご
ろ
地
方
巡
業
の
際
、
内
山

へ
滞
在
中
子
供
た
ち
や
青
年
た
ち
に
踊
り

の

手
ほ
ど
き
を
さ
れ
た
延
（
え
ん
）
ち
ゃ

ん
’
　
（
歌
舞
伎
役
老
の
市
川
延
十
郎
）
も

喜
ん
で
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　

（
内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会
長
）
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●

ニ

ュ

ー
ス
・
伝
言
板

新

規

会

員

募

集

1

　
民
俗
芸
能
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
人
、

ま
た
民
俗
芸
能
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
等

協
会
で
は
、
多
く
の
方
々
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
勧
誘

に

御
協
力
下
さ
い
。
な
お
’
協
会
の
事
業

と
し
て
は
、
県
民
俗
芸
能
大
会
の
開
催
、

各
種
芸
能
見
学
会
、
講
演
と
映
画
の
会
、

会
報
の
発
行
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
ご

希
望
の

方

は
’
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

協

会

行

事

報

告

o
全

国
民
俗
芸
能
大
会
の
見
学
会

期
　
日
　
平
成
2
年
1
1
月
2
4
日
（
土
）

場
　
所
　

（
財
）
日
本
青
年
館

概
　
要

　
　
文
化
庁
企
画
で
毎
年
催
さ
れ
て
お

　
り
第
四
十
回
を
数
え
る
大
会
。

　
　
全
国
の
民
俗
芸
能
を
見
る
よ
い
機

　
会

と
し
て
、
会
員
か
ら
の
要
望
に
よ

　
り
見
学
会
実
施
。
参
加
老
三
十
一
名
。

　
　
開
演
前
に
解
説
書
を
配
布
し
、
自

　
由
見
学
形
式
で
行
っ
た
。

　
　
演
目
は
大
日
堂
舞
楽
（
秋
田
県
）
、

　
北
須
釜
平
鍬
踊

り
（
福
島
県
）
、
天

　
津

司
舞
（
山
梨
県
）
、
祓
川
神
楽

　

（
宮
崎

県
）
、
佐
文
綾
子
踊
り
（
香

　
川
県
）
の
五
演
目
。

o
講
　
演
　
会

日
　
時
　
平
成
3
年
2
月
2
4
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
10

時
～
1
2
時

会
　
場
　
鎌
倉
市
中
央
公
民
館

演
　
題
　
神
奈
川
の
仮
面
を
中
心
と
し

　

た
有
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て

講
　
師
　
後
藤
　
淑
氏

概
　
要

　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得

　
て
実
施
。

　
　
神
奈
川
県
内
に
残
る
仮
面
の
資
料

　
価
値

な
ど
に
つ
い
て
全
国
と
の
比
較

　

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
等

　

を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
行
う
講
演
会

　

で
’
数
々
の
貴
重
な
資
料
が
紹
介
さ

　
れ
た
。編

集

後

記

　
第
二
十
七
回
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
大
会

は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
小
田
原
市
教

育
委
員
会
、
当
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
号
で
は
大
会
特
集
を
お
届
け
し

ま
す
。
お
忙
し
い
中
を
原
稿
を
お
寄
せ
い

た

だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
国
お
よ
び
県
の
新
指

定
等
無
形
民
俗
文
化
財
に

つ
い

て
、
そ
の

保
存
会
か

ら
の
感
想
な
ど
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
保
存
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
編
集
部
で
は
会
員
の
方
々
か
ら

の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
日

頃
の
活
動
状
況
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。「

か

な
が
わ
の

民

俗
芸
能
」
第
5
3
号

　
平
成
3
年
3
月
3
1
日
発
行

編
集
　
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
3
3

　
　
神
奈
川
県
教
育
庁
社
会
教
育
部

　
　
文
化
財
保
護
課
内

　
　
神
奈
川
県
民
浴
芸
能
保
存
協
会

　
　

事
務
局
　
奮
（
＿
0
2
）
I
H
一
㈹

発
行
　
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会

印
刷
　
港
栄
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
呑
（
3
3
3
）
八
八
1
五
㈹
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